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 インディアナポリスは、スポーツによる都市再生の成功事例として典型的な都市である。人口は、82 万 7607
人（アメリカ合衆国国勢調査局 2010）で全米 12 位の中核都市である。 
 鈴木友成（2008）によると、インディアナポリスでは、1970 年代からの自動車産業の衰退により、人種差
別や犯罪、まちの荒廃が進み、この 10 年間において、人口も 74 万人から 70 万人へ減少し、都市再生が緊急
の取り組みとして求められていた。 















 ２）1984 年には、「NFL インディアナポリス・コルツ」のホームスタジアムとなる７万人収容可能な「RCA
ドーム」の建設に併せ、都市再開発として隣接する大商業施設「ユニオン・ステーション」を建設す
るなどホテル・レストランを含むショッピングモールを空洞化した市街地に出現させた。 









【表２－１】インディアナポリスにおける都市再生のためのプロジェクトと財源（in 2000 $0,000,000） 







政府 州 市 民間 寄付
スポーツ関係
マーケット・スクエア・アリーナ 1974 0.0 0.0 16.0 0.0 0.0 16.0
スポーツセンター 1979 0.0 0.0 4.0 1.5 1.5 7.0
IU トラックアンドフィールドスタジアム 1982 0.0 1.9 0.0 0.0 4.0 5.9
IU 水泳場 1982 1.5 7.0 0.0 0.0 13.0 21.5
競輪場 1982 0.5 0.0 1.1 0.0 1.1 2.7
インディアナポリスRCA ドーム 1984 0.0 0.0 48.0 0.0 30.0 78.0
スポーツ協会 1988 0.0 3.0 3.0 0.0 3.0 9.0
コンセコ屋内競技場 1999 0.0 38.0 71.0 69.0 0.0 178.0
ビクトリー競技場 1997 0.0 5.0 9.0 9.0 0.0 23.0
パンアメリカン広場 1987 0.0 0.0 5.7 25.0 4.5 35.2
NCCA 本部 1999 0.0 5.0 0.0 0.0 70.0 75.0
新　RCA ドーム 1999 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 20.0
小計 2.0 59.9 177.8 104.5 127.1 471.3
文化・エンターテイメント
こども博物館 1976 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0
インディアナ シアター 1980 1.5 0.0 0.0 4.5 0.0 6.0
動物園 1988 0.0 0.0 0.0 0.0 37.5 37.5
新動物園 1999 0.0 0.0 0.0 0.0 6.6 6.6
水族館 1999 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 60.0
エイテェル　博物館 1989 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 60.0
エイテェル　博物館別館 2000 0.0 0.0 0.0 0.0 15.0 15.0
インディアナ州　博物館 2000 0.0 1.0 0.0 0.0 104.0 105.0
ウォーカー　ビルティング 1985 2.0 0.0 0.0 0.0 1.4 3.4
ユニオン　ステーション 86-00 0.0 0.0 0.0 0.0 8.8 8.8
小計 3.5 1.0 0.0 4.5 318.3 327.3
ホテル　商業施設
ハイアット　ホテル/銀行 1977 0.0 0.0 0.0 55.0 0.0 55.0
ワシントン事務所 1982 1.2 0.0 0.0 11.8 0.0 13.0
州議会　棟 1982 3.2 0.0 0.0 10.4 0.0 13.6
エンバシー　スィート ホテル 1985 6.5 0.0 0.0 25.0 0.0 31.5
ウェスティン　ホテル 1989 0.5 0.0 0.0 65.0 0.0 65.5
保険組合ビル 1992 0.0 0.0 0.0 0.0 36.0 36.0
USA ファンド 1996 0.0 0.0 0.0 16.6 0.0 16.6
 アダムス　マーク　ホテル 2000 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0
マリオット　ホテル 2000 0.0 0.0 0.0 90.0 0.0 90.0
アンサム　コーポレーション 2000 0.0 0.0 0.0 33.6 0.0 33.6
ヘリポート 1985 2.5 0.1 0.6 2.4 0.0 5.6
リィリィ　コーポレート　エクスパンション 92-00 0.0 0.0 0.0 893.5 0.0 893.5
小計 13.9 0.1 0.6 1253.3 36.0 1303.9
複合小売施設
ロカビィー　マーケット 1986 1.8 0.0 0.0 14.0 0.0 15.8
ユニオン　ステーション 1986 16.3 0.0 1.0 36.0 0.0 53.3
シティー　マーケット 1986 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 4.7
サークルセンター　モール(6) 1995 0.0 0.0 290.0 0.0 10.0 300.0
小計 18.1 0.0 291.0 50.0 14.7 373.8
会議場
エクスパンション 1999 0.0 0.0 0.0 45.0 0.0 45.0
住宅プロジェクト
ロゥアー・キャナル・アパートメント 1985 7.9 0.0 10.3 0.0 2.0 20.2
ロック・フィールド・アパートメント 1987 0.0 0.0 0.6 24.6 0.0 25.2
キャナル・オーバールックアパートメント 1988 0.0 0.0 0.0 11.0 0.0 11.0
キャナルアパートメント 1999 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0
ロンバルディ　ロウ 1999 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 1.4
メリディアン　ロウ 1999 0.0 0.0 0.0 6.8 0.0 6.8
ライランド　ホームズ 1999 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 9.1
ウォーター　マーク　ホームズ 1999 0.0 0.0 0.0 5.2 0.0 5.2
小計 7.9 0.0 10.9 68.1 2.0 88.9
インディアナ州　プロジェクト
キャピタル　トンネル 1982 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4
インディアナ大学 75-00 0.0 357.0 0.0 0.0 0.0 357.0
州政府庁舎 1992 0.0 264.0 0.0 0.0 0.0 264.0
小計 1.4 621.0 0.0 0.0 0.0 622.4
他のプロジェクト 74-98 0.0 0.0 0.0 1066.9 0.0 1066.9
不動産税　軽減 74-99 0.0 0.0 98.0 0.0 0.0 98.0
合計 46.8 682 578.3 2592.3 498.1 4397.5











 Rosenturb は、”Indianapolis was able to leverage more than $7.58 for every ＄1 its taxpayer committed” と市民税
１に対して 7.58 倍の leverage が効いた効果的な取り組みと評価し、いかに民間の力を引き出すかが、都市再



















 ① イベントの誘致 
 事業活動は、スーパーボウルなどの既存団体が実施するイベントを誘致することはもちろんのこと、独自
のイベントを企画・実施。 


























 Peter Price（2008）によると、シェフィールドは、イングランド北部にある人口 53 万人の都市であったが、
1970 年代のエネルギー危機を契機に、市の鉄鋼業は衰退の一途をたどり、70 年代の後半から 80 年代の始め







に１億 5000 万ポンド（183 億円）の資金を投じて、6 つのスポーツ施設を建設した（以下、ポンド換算は 122
円/￡とする）。そのスポーツ施設の内訳は以下のとおりである。 
 ①「DON Valley Stadium」：２万 5000 人収容の陸上競技場 
 ②「Sheffield Arena」：１万 2000 人収容のアイスホッケー、バレーボールなどのマルチ仕様のインドアスポ
ーツ 
 ③「Pond Forge International Sports Center」：インドアのスイミングプール 50m 10 レーン 
 ④「Sheffield Dry Sky Slope」：夏用のスキー場 
 ⑤「Indoor Climbing Wall」 
 ⑥「Rock Climbing Sheffield」：ロッククライミング用の室内外練習場  
 
２）（経済効果）ユニバーシアードの効果 




 金子（2008）によると、主要なスポーツ施設の建設に付随して、街の東地区（＝Lower Don Valley）の再開
発が行われ、さらに、選手村を公共住宅に転用することでの住宅問題の解決、路面電車（Super Tram）の整
備による交通問題（渋滞や大気汚染）の解消が図られた。 































































































 オリンピック期間中の旅行客は約２５万人であり、経済効果は、約 3000 万ユーロ（33 兆円）。雇用創出は
29 万 6640 人、バルセロナの失業率は 18.4%から 9.6%へと大幅に改善された。 
 また、太下（2008）によると、バルセロナは、オリンピックに合わせて、ハード面だけでなく、文化、芸
術に関する国際イベントを繰り広げ、バルセロナ市への観光客は、1990 年には約 170 万人であったが、オリ
ンピック後の 1995 年には約 300 万人、2006 年には約 670 万人と、オリンピック後の文化事業の展開にも大
きなインパクトをもたらしたという。 
 具体的には、1988 年に「Barcelona the City and 92」というオリンピックに関連した都市計画プロジェクト











































れまでに 20 億ドル（1800 億円）の効果があった。 







 ○インディアナポリスは、「全米オリンピック」12 箇所、370 億円。 
 ○シェフィールドは、「世界ユニバーシアード」 6 箇所、183 億円。 















 インディアナポリスの「全米オリンピック」イベントには、6700 人のボランティアが参加した。 





に 6700 人ボランティア参加。 





 インディアナポリスは、スポーツコミッションを設置して、全米を対象にこの 10 年間で４００試合を誘致
するとともに、多くのスポーツ組織の本部も誘致に成功している。また、シェフィールドも、主に EU を対
象に 605 試合を誘致するなど、その波及効果は、都市魅力づくりにも繋がっている。 
 ○インディアナポリスでは、全米４００試合（10 年間）。 
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